
　 編集方針

本レポートは、竹田ｉＰグループにおける2024年度のサ
ステナビリティに関する取り組みを、より多くのステークホル
ダーの皆様に分かりやすくお伝えし、ご理解いただくために
制作・発行いたしました。

当社は2024年1月に創業100周年の節目を迎え、5月に
は中期経営計画を発表。2024年度を「守りの経営から攻め
の経営へ転換する第二の創業年」と位置付けました。2年目
にあたる2025年度は、企業価値のさらなる向上を目指し、

サステナビリティの取り組みも一段と強化してまいります。具
体的には、気候変動への対応、ガバナンス体制の強化、人的
資本を重視した持続可能な経営を実現し、お客様の課題解決
に貢献することで、社会全体の発展に寄与してまいります。

ぜひ、ステークホルダーの皆様に本レポートをご一読いた
だきますとともに、忌憚のないご意見・ご感想をお寄せいた
だければ幸いです。

紙面の構成
●  各項目のトビラにあるアイコンは、それぞれの項目に関連した

SDGsの目標を示しています。
●  見出しにある番号は、その本文に関連したSDGsのターゲット

を示しています。
●  ESG※4への取り組みはページ右側の色帯で示しています。

※4： ESG� �
ESGとは、環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）
の頭文字を取ったもの。企業経営や成長において、それぞれの観点を持った上で
の 配慮が必要だという考え方。

報告対象組織
竹田ｉＰホールディングス株式会社
（一部、竹田ｉＰグループの各事業会社の情報も含んでいます。）

報告対象期間
2024年4月1日～2025年3月31日
（一部、期間外の情報も含んでいます。）

参考にしたガイドライン
国連グローバル・コンパクト（UNGC）
GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」
SDGs「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」
ISO26000（社会的責任に関する手引）

発行時期
2025年8月（前回発行 2024年8月　※毎年発行）

お問合せ先
竹田ｉＰホールディングス株式会社
経営戦略本部　サステナビリティ推進室
人事総務本部　総務部
TEL：052-871-6351

免責事項
本レポートには、竹田ｉＰホールディングスおよび竹田ｉＰグルー

プの過去と現在の事実だけでなく、公開日時点における計画や見通
し、経営方針・経営戦略に基づいた将来予測が含まれています。諸与
件の変化によって、将来の事業活動の結果や事象が予測とは異なっ
たものとなる可能性があることをあらかじめご承知おきください。

※ 本レポートは、「IRイベント」「会社説明会」などで配布するほか、当社ホームページでも閲
覧できます。

※ 本レポートで、当社活動の中で重要と思われる部分については、前年からの修正再記述と
なっています。

※ 当社に関する情報は、本レポートのほか当社ホームページでも閲覧できます。

ホームページ
https://www.takedaip-hd.co.jp/

ダイバーシティの推進
竹田ｉＰグループでは、性別･年齢･国籍・障がいの有無などを問わず、多様な価値観や個性を持った人材が持てる能力を最大
限に発揮して活躍できる環境づくりのため、ダイバーシティを積極的に推進しています。

多様な人材の活用 4.4 5.1 5.5 8.5 10.3 16.b

女性の活躍推進
当社グループでは、女性社員が持てる能力を最大限に発揮し活躍できるよう、職域拡大や管理職養成セミ

ナーへの参加促進など、女性管理職の増加を目指す取り組みを実施しています。2024年度は、「女性管理職
養成セミナー」に13名の女性社員が、「女性活躍のための環境支援セミナー」には、管理職を中心に男性社員
を含めた延べ40名が参加しました。新たに「次世代女性リーダー育成講座」にも女性社員が参加しています。

また竹田印刷では、2024年度の女性管理職比率が12.5%となっており、女性活躍推進の優良企業の証で
ある「えるぼし」最高位の3つ星認証を取得しています。

「エフ休暇」の導入
竹田印刷では、女性が働きやすい環境整備の一つとして、生

理休暇の取得条件を拡大し、名称を「エフ休暇」と改称しまし
た。また、取得単位を半日に変更し、取得しやすくしています。

障がい者雇用の促進
当社グループでは、障がい者雇用を社会的責任と捉え、法

定雇用率の達成を目指し、障がい者雇用に取り組んでいます。
同時に、障がいのある方々が多様な個性や能力を活かして活
躍できるよう、職場での定着支援にも力を入れており、当社
は2025年2月、障害者雇用優良中小企業主認定制度である
『もにす認定』を取得しました。（P31参照）

また竹田印刷では、アート雇用という雇用形態で二人目と
なる障がい者アーティストを新たに採用しました。障がいのあ
る方の芸術・文化活動の支援を通じて、“障がいのある方が
経済的対価を得られる仕組みづくり”に貢献しています。

シニア社員の活躍促進
当社グループでは、長年の経験やこれまで培われた技術や

能力を次世代へ継承するため、定年退職者の再雇用制度を
整えて活用しています。６０歳以降も安心感と高い意欲を持
ち働き続けられるよう、年齢に関わらず活躍していただける
環境を今後も提供してまいります。

外国籍社員の雇用
海外事業展開に即した関連諸国の人材を採用し、将来の幹

部候補として育成を進めています。

中途採用の強化
当社グループでは、多様な経験や視点を持つ人材を採用

し、様々な価値観の人材が加わることで組織の活性化を図る
ため、中途採用を強化しています。

Topic　「 多様な人材が活躍できる職場風土の醸成 」

コミュニケーション活性化「シャッフルランチ」の活動
光風企画では、幹事が部門や年齢の垣根を超えた4人単位のチームを指名し、業務時間内に、チームで相談して決
めた店へランチを食べに行く「シャッフルランチ」を年1回開催しています。クリエイティブ業界ということもあり、中
途採用者が多い組織であるため、多様な経歴や価値観を持つ社員同士のコミュニケーションによって、相互理解を
促す定例行事となっています。

従業員エンゲージメント調査の実施
竹田ｉＰホールディングスおよび竹田印刷では、人的資本経営の第一歩として社員の現状を把握するため、2024
年9月に正社員および契約社員を対象に「従業員エンゲージメント調査」を実施し、95.9%の社員から回答を得ま
した。
調査結果を適切に施策へ反映するため、役員向けに報告会を実施するとともに、社員向けに報告書を作成し、現状
の課題と今後の取り組みを全社員に共有しました。抽出された優先課題に対する取り組みを順次検討・実施してい
く予定です。直近では、自律的なキャリア形成の支援・職場の環境改善・新しい休暇制度の導入等を検討し、実現し
ています。
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経済的対価を得られる仕組みづくり”に貢献しています。

シニア社員の活躍促進
当社グループでは、長年の経験やこれまで培われた技術や

能力を次世代へ継承するため、定年退職者の再雇用制度を
整えて活用しています。６０歳以降も安心感と高い意欲を持
ち働き続けられるよう、年齢に関わらず活躍していただける
環境を今後も提供してまいります。

外国籍社員の雇用
海外事業展開に即した関連諸国の人材を採用し、将来の幹

部候補として育成を進めています。

中途採用の強化
当社グループでは、多様な経験や視点を持つ人材を採用

し、様々な価値観の人材が加わることで組織の活性化を図る
ため、中途採用を強化しています。

Topic　「 多様な人材が活躍できる職場風土の醸成 」

コミュニケーション活性化「シャッフルランチ」の活動
光風企画では、幹事が部門や年齢の垣根を超えた4人単位のチームを指名し、業務時間内に、チームで相談して決
めた店へランチを食べに行く「シャッフルランチ」を年1回開催しています。クリエイティブ業界ということもあり、中
途採用者が多い組織であるため、多様な経歴や価値観を持つ社員同士のコミュニケーションによって、相互理解を
促す定例行事となっています。

従業員エンゲージメント調査の実施
竹田ｉＰホールディングスおよび竹田印刷では、人的資本経営の第一歩として社員の現状を把握するため、2024
年9月に正社員および契約社員を対象に「従業員エンゲージメント調査」を実施し、95.9%の社員から回答を得ま
した。
調査結果を適切に施策へ反映するため、役員向けに報告会を実施するとともに、社員向けに報告書を作成し、現状
の課題と今後の取り組みを全社員に共有しました。抽出された優先課題に対する取り組みを順次検討・実施してい
く予定です。直近では、自律的なキャリア形成の支援・職場の環境改善・新しい休暇制度の導入等を検討し、実現し
ています。
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　 掲載項目の確定プロセス

本レポートに掲載されている項目は、以下のプロセスで確定
しました。

STEP 1   活動の洗い出し
編集委員が中心となって2024年度における当社活動の洗

い出しを行いました。

STEP 2   活動実績のリストアップ
当社の外部および内部の状況や「国連グローバル・コンパクト

（UNGC）」※1の4分野10原則、GRI「サステナビリティ・レポー
ティング・スタンダード」※2の開示項目、SDGs「Sustainable 
Development Goals（持続可能な開発目標）」※3の目標を参
考に活動実績のリストアップを行いました。

STEP 3   掲載項目の選び出し
2024年度の活動実績および国連グローバル・コンパクトの

原則、GRIスタンダードの開示項目、SDGsの目標の中から、当
社にとって重要と思われる事項を選び出しました。

STEP 4   サステナビリティレポートの発行
掲載情報がすべて確定した段階で、代表取締役社長、代表取

締役会長の承認を得て、レポートを発行しています。

※1： 国連グローバル・コンパクト（UNGC）� �
国連グローバル・コンパクト（UNGC）は、各企業・団体が責任ある創造的なリーダーシッ
プを発揮することによって、社会の良き一員として行動し、持続可能な成長を実現するた
めの世界的な枠組み作りに参加する自発的な取り組み。

※2： GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」� �
GRI（Global Reporting Initiative）は、組織の非財務情報の報告に関する国際基準
を策定するNGO。「GRIスタンダード」は、経済、環境、社会に与えるインパクトなどの報告
に利用する基準指標。

※3： SDGs「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」� �
ミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年に国連サミットで採択された「持続
可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された持続可能な世界を実現するための
17のゴール・169のターゲットから構成された国際目標。
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